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理學傅士　竹内時男
ぺ」・ナ1ル・リ・1〈B・m・rd　Ly・・）は刈天刑の髄激鞘であるカ：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り豫て山本主幹の鰯談幡つた・「麟縣し鵬の光冠鞠を晦殉
を去る五月・ギリス王立天輝餌ジョージ●ダげイン言己念融とし随
べた．晦鮎に光冠を糊し譲と幽して同門の脚下與された．
繊による輝の確は1878靴始まる・しかけべて三二に終った．
今より1・鞘…は’・ムボ天焔の故H・0・バ’1ナ1ド（B・rn・・d廠韮肋
酷離働酔て旧中光冠を言己録しようと初めての企てをなし勧である
三太蘭嚇から鍍で2’の所の光冠の明るさは汰二面の明るさの約
百萬分の樋ぎぬ・そ阿れを撮影するに雌趨の列によつで，厩を
非常に易弓めなければならぬ・地漱氣下腿纏中の氷版よる太陽の周
りの廻折傘は，光冠の百倍以上も明るい．
…脚ネ1山の2，870米の所曙械罐び・嚇の歌範選んで，
観測した．
騨な軸レンズA駄陽の駄黒く塗つ旗鮪の上に回る．フィ，
ルド’レンズは板の後ろに置かれてみるカ｛・とれはシボリの中にレンズAの1・R
を造る・シボリの端は・航よつて廻折された光を遮る・・ポリの中心咄、
れた小さなスクリ1ンP・S　A‘Dtuから矧されて蹄献陽励光を遮る．。。
りと・クリ1ンとの後に撤光を防いだ脈趨補正勲レンズが・板・・J、に
光冠の灘像雄る・全野一つの髄中に牧められ・管の牒には厚飼力：
塗られてみて・難を防ざ止める・第一レンズ一々特別の臆を以て拭ふ必、
要がある．
1930年7月25日に・8cm嘱2m焦黒占聯のコロナグ・・（光冠儀）を3，，，
までシボつて・鋤て三曲果鵜られた・赤色ブイルタ1を用ひ凱紅
燃容易睨られる・醐の像はボンヤリしたハロ鞄まれてるる．職トで
調べると・この光は綱の光銅じく・峰面内に於て偏ってみる．との光の
垢は光冠によるもので，他は散光によるものである．
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　7月30日及び翌日に掛け，分光計で，太陽散光にある吸牧線の間に，緑線が
見られた．これは有名な光冠線λ5303で，叉，赤線6374も微かに見られた・
　1931年7月21日には，口径．13cm，焦鷲巨離3・15mの大コロナグラフで・初
めての太陽内部光冠の直接爲眞が得られた．輝いた孤，暗所，光冠物質の細流
等が見られた．24時間以内に，構造の攣ることも明らかになった．1938画面は
20　cm，4mのものにした．
　λ　6100・v6400，ヘリウムD3線，水素Hλの三つのブイルタ1で・紅焔の蓮
絡スペクトルを調べたが，第1及び第2では，形も彊さも同じかった．これ等
の事要と，偏光槻測とから，蓮絡スペクトルは紅焔のすべての部分から來，可
硯部では，電子が太陽の光線を散齪するのであらうことが解った．
　1935年以來，紅焔の運動が，1分2コマの割合で撮影され，これを600倍に加
遠して映爲された．高さは普通，月一地球間の間隔以上である．
ゲゼルシヤフ5の繕會
　此の頃，駄洲の國際問題の一焦黒占となってみるダンチヒ市に於て・來る八月
七日から同十一日まで，Astronomische　Gesellschaftの笥33回総會が開かれ
る．元來このA．G．謹製とは1865年に中駄の，主にドイツの天文學者の主唱
によって組織された國際的天丈協會で，年々Vierteljahrsschriftといふ雑誌を
心行し，f愚臣二年に一回つつ穂會を開き，學者の癒合と論文の獲表等をなし・
3（・当事いろいろの軍要な出版物を親等してみる．こんどのダンチヒの練會は
八月七日目夜川（激迎會）から始まり，論文の雲表や討議や，其の他多くの祀
交的な催しがある外，八月十日には附近の：Frauenburgヘドライヴして・コペ
ルニクの事蹟や墓所を訪れるととになってみる．此のフラウエンブルグは地動
論の主唱者コペルニクが居佳した所であるし　又，ダンチヒは300年前有名な
昆間天文家へペリウスの居た町である，
